
昭和47年9月1日 No. 688 

人口の動き

8月1日現在 前月比

人口 57，333

男 27，550

女 29，783

世帯数 15，054 

+ 37 

+ 6 

+ 31 
+ 11 
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元気にゲームを楽しむ清和国のみなさん

元気に楽しく
-‘・ 4・ー・・ 4・~..~..‘・・-・・ 4・・“ 4・p ・・~..... ・・ー・・-・・_.

敬老の日
9月 15日

議後のしおれ:殺を
老年期は、すべての人に必ず訪れるものです。

毎年、 企業からの定年退職者は20万人に及ぶといわれ

ていますが、定年以降を老年というのは元気な人にと

ってはかわいそうなことです。

老年とは、生活環境iζ適応してゆく能力とか、自分

自身を統合してゆく能力が減退してゆく時期ではない

でしょうか。

市は老人福祉のために清和園を設置して、入園者ーに

は毎日楽しい余生を送ってもらい、市制30周年を記念

して老人福祉センターを建設し、近代施設の中でじ ゅ

うぶんに老後を楽しんでいただいております。

また敬老の日lとは、 ねたきり老人に見舞金を、 75歳

以上の人には敬老金を贈るなど、いろいろな敬老行事

をして、 老後のしあわせを願っています。
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(2) おおむら市政だより

ね七
十 大理

髪 き
り
老
人
に

五
歳
以
上
に

• 
入

浴

な

支
給
し
ま
す
。
乙
の
見
舞
金
を
受

け
ら
れ
る
か
た
は
日
本
国
籍
を
有

し
六
十
五
歳
以
上
で
、
本
市
に
引

き
続
き
半
年
以
上
居
住
し
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
六
カ
月
以

上
ね
た
き
り
の
か
た
で
す
。

該
当

さ
れ
る
か
た
は
医
師
の
診
断
書
を

添
え
支
給
申
請
書
を
九
月
五
日
ま

で
に
福
祉
事
務
所
に
提
出
し
て
く

九
月
十
五
日
か
ら
一
週
間
は
老

人
福
祉
週
間
で
す
。

。
ね
た
き
り
老
人
に

見

舞

白
川

向
凡
川

ハ
叶
M

川川

年
川
7
l
m
 

AHI
川

和
川
昭
川

金

市
は
本
年
度
か
ら
新
た
に
福
祉

施
策
の
一
つ
と
し
て
、
ね
た
き
り

老
人
の
慰
謝
と
福
祉
の
向
上
に
寄

与
す
る
た
め
、

見
舞
金
五
千
円
を

選挙人名簿の縦覧を

9月 10日に追加登録

九
月
一

日
現
在
で

九
月
十
日

に
選
挙
人

名
簿
に
追

加
登
録
し

た
人
を
記

載
し
た
書

面
を
、
つ

ぎ
の
と
お

り
一
般
に
縦
覧
し
ま
す
0

0
追
加
登
録
し
た
人

①
新
た
に
他
市
町
村
か
ら
転
入
し

昭
和
田
十
七
年
六
月
一
日
ま
で

に
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

引
き
続
き
大
村
市
に
居
住
し
て

い
る
人
。

①
大
村
市
に
居
住
し
て
い
て
昭
和

二
十
六
年
九
月
三
日
か
ら
昭
和

二
十
七
年
九
月
二
日
ま
で
に
生

9
月
百
日

i
幻
日

見

舞

金

敬

老

金

ど

無

料

だ
さ
い
。
支
給
申
請
書、

診
断
書

用
紙
は
民
生
委
員
、
出
張
所
、
福

祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

。
七
十
五
歳
以
上
に

敬

老

金

市
内
に
一
年
以
上
居
住
し
、
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

七
十
五
歳
以
上
の
か
た
に
次
の
と

ま
れ
た
人
(
新
成
人
者
)
で
昭
日

和
四
十
七
年
六
月
一
日
ま
で
に
日

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
引
山

き
続
き

居

住

中

の

人

、

O
縦
覧
期
間

九
月
十
一
日

I
九
月
十
五
日

(
午
前
八
時
三
十
分

t
午
後

五
時
)

。
縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

お
り
敬
老
金
を
支
給
し
ま
す
。

企
支
給
金
額

七
十
五
歳
か
ら
七
十
九
歳
ま
で

の
者
三
千
円
八
十
歳
か
ら
八
十

九
歳
ま
で
の
者
五
千
円
九
十
歳

以
上
の
者
一

万
円

企
支
給
期
間

九
月
十
八
日

l
二
十
一
日

該
当
さ
れ
る
か
た
に
は
支
給
日

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の

通
知
書
と
印
鑑
を
ど
持
参
の
う
え

指
定
の
場
所
で
お
受
け
取
り
く
だ

E
-

、。

ー、r
、，
L
V

。
記
念
写
真
の
贈
呈

昨
年
九
月
十
六
日
か
ら
本
年
九

月
十
五
日
ま
で
の
聞
に
九
十
歳
に

な
ら
れ
た
か
た
に
は
額
縁
入
り
記

念
写
真
を
贈
呈
し
ま
す
。

。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
さ
く
ら
荘
)
を
無
料

開
放

福
祉
週
間
中
(
十
五
日
J
二
十

の

愛

' .. 肉、，、"'"戸、~崎、内

毎
年
九
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
「
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」

と
し
て
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

乙
の
運
動
は
入
手
不
足
の
昨
今

に
お
い
て
も
心
身
に
障
害
の
あ
る

人
た
ち
の
就
職
が
き
わ
め
て
困
難

で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
恵
ま
れ

な
い
心
身
障
害
者
の
社
会
復
帰
に

つ
い
て
、
事
業
主
を
は
じ
め
関
係

各
方
面
の
暖
か
い
理
解
と
協
力
を

積
極
的
に
お
願
い
す
る
た
め
に
実

施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

l乙

の

手

を

昭
和
三
十
五
年
、
身
体
障
害
者

雇
用
促
進
法
が
制
定
さ
れ
、
官
公

庁
、
民
間
事
業
所
に
一
定
の
心
身

障
害
者
の
雇
用
を
義
務
づ
け
た
雇

用
率
が
定
め
ら
れ
て
か
ら
十
年
余

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
雇
用
状
況

は
じ

ゅ
う
ぶ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん

若
年
労
働
力
が
年
々
減
少
し、

人
手
不
足
は
日
増
し
に
深
刻
の
度

を
増
し
て
い
る
今
日
、
心
身
障
害

者
が
も

っ
て
い
る
不
と
う
不
屈
の

精
神
と
、
残
存
能
力
を
有
効
に
活

一
日
)
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

た
だ
し
十
九
日
(
火
)
は
休
館

。
理
髪
・
入
浴

マ
ッ
サ
ー
ジ
の

特

別

奉

仕

V
理
容
組
合
で
は
七
十
歳
以
上
の

か
た
に
理
髪
料
の
無
料
奉
仕

九
月
十
一
日

l
十
五
日

V
浴
場
組
合
で
は
七
十
歳
以
上
の

か
た
に
入
浴
料
の
無
料
奉
仕

九
月
十
五
日

l
二
十
一
日

V
第
一

一
誠
灸
按
師
会
で
は
八
十
歳

以
上
の
か
た
に
マ

ッ
サ

l
ヅ
の
半

額
奉
仕
。
た
だ
し
一
人
一
回
だ
け

九
月
十
五
日

l
二
十
一
日

な
お
特
別
奉
仕
券
は
、
町
務
連

絡
員
を
通
じ
て
配
付
し
ま
す
が
、

福
祉
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す
。

用
し
て
い
た
だ
き
、
国
の
身
体
障

害
者
雇
用
奨
励
金
制
度
お
よ
び
雇

用
促
進
融
資
制
度
を
は
じ
め
と
す

る
諸
援
護
制
度
を
積
極
的
に
ご
利

用
い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の

心
身
障
害
者
が
社
会
復
帰
で
き
る

よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ど

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
心
身
障
害
者
の
か
た
で

安
定
所
の
紹
介
で
就
職
さ
れ
る
と

各
種
の
援
護
を
受
け
ら
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
安
定
所
を
ど
利

用
く
だ
さ
い
。
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りおおむ市政だより(3) 

市:間同罷畳
ぞ'つど煙霧機を

し

自
分
た
ち
の
周
囲
の
環
境
衛
生

は
自
分
た
ち
の
力
で
美
し
く
す
る

よ
う
に
協
力
し
合
っ
て
、
衛
生
害

虫
の
撲
滅
や
伝
染
病
を
出
さ
な
い

よ
う
に
、
お
互
い
が
注
意
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
は
町
内
い

っ
せ
い
駆
除
を
実

施
さ
れ
る
場
合
に
煙
霧
機
の
無
料

貸
出
し
、
な
ら
び
に
防
疫
薬
剤
の

半
額
補
助
を
し
て
お
れ
ばま
す
。

大
そ
う
じ
実
路
期
聞
に
か
か
わ

ら
ず
町
内
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い

て
い
つ
で
も
お
こ
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
衛
生
組
織
に
よ
る
情
動
を

-・・無料貸出

希
望
し
ま
す
。

な
お
、

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は

週
に
一
回
程
度
の
防
除
に
よ
り
、

ハ
エ
や
蚊
の
発
生
を
防
止
す
る
乙

と
が
で
き
ま
す
。

な
お
防
疫
薬
剤
の
町
内
負
担
額

及
び
用
途
は
次
の
と
お
り
で
す
。

乳

剤

五

千

円

約
四
百
倍
に
希
釈
し
一
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
ニ
リ
ッ
ト
ル

ー
三
リ
ッ
ト
ル
を
便
池
、
溝
等

に
撒
布
す
る
。

油
剤

千
円

原
液
を
煙
霧
機
に
よ
り
室
内

に
煙
霧
す
る
。

粉
剤

七
百
円

一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
十

I
十
五
グ
ラ
ム
を
床
下
、

畳
下

に
撒
布
す
る
。

コ
ン
ゾ

l
ル

二

千

円

約
五
十
倍
に
希
釈
し
一
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
二
リ
ッ
ト
ル

ー
三
リ
ッ
ト
ル
を
便
油
、
溝
等

に
撒
布
す
る
。

な
お
本
剤
は
滅
菌
剤
が
含
有
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

社
会
教
育
の
相
談
相
手
に

社
会
教
育
推
進
員

最新式煙霧消毒機スイングフオックによる消毒

決

社
会
教
育
の
重
要
性
が
叫
ば
れ

る
今
日
、
皆
様
が
た
の
よ
き
相
談

相
手
と
し
て
次
の
か
た
が
た
を
本

年
度
本
市
社
会
教
育
推
進
員
に
委

嘱
し
、
社
会
教
育
行
政
の
推
進
に

努
め
て
い
た
だ
く
乙
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。企
地
区
推
進
員

川
添
寿
(
三
浦
)
藤
川
茂
(
鈴

田
)
緒
方
正
善
(
大
村
)
酒
井

ヰ
aa

る

茂

(
西
大
村
)
徳
村
征
二
(
竹

松
)
山
本
米
作
(
萱
瀬
)
生
垣

末
作

(福
重
)
樋
上
忠

一
(
松

原
)

A
専
門
推
進
員

遠
岳
正
俊
(
青
少
年
)
中
島
花

子
(
成
人
)
山
口
貞
子
・
山
口
勝

(中
央
公
民
館
)
土
田
佳
代
子
(

中
地
区
公
民
館
)
川
添
香
代
子

(
幼
児
)
田
中
信
一
(
市
民
運

動
)
谷
口
初
子
(
少
年
相
談
)

原
爆
に

関
す
る
諸

問
題
の
解

決
を
図
る

た
め
調
査

を
実
施
し

ま
す
の
で

次
に
該
当

す
る
か
た

は
市
社
会

課
援
護
係

ま
で
ど
連

絡
く
だ
さ
い
。

期
間
は
九
月
末
ま
で

で
す
。

-
特
別
手
帳
の
申
請

を
し
た
が
理
由
な

く
拒
否
さ
れ
た
者

2
健
康
管
理
手
当
の

申
請
を
し
た
が
拒

否
さ
れ
た
者
。

3
特
別
被
爆
者
に
該
当
す
る
と
思

原爆被爆者援護措置の一|

し調査をします
福

年

祉証

室田

さ
き
に
預
り
ま
し
た
(
老
齢
・

障
害
・
母
子
)
証
書
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。

会
交
付
期
間

九
月
一
日

1
九
月
十
六
日

令
交
付
場
所

う
が
そ
の
手
続
き
等
が
わ
か
ら

ず
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
者

4
知
人
が
近
隣
に
い
な
い
た
め
証

人
が
み
つ
か
ら
ず
申
請
で
き
な

い
者
。

5
特
別
手
帳
交
付
申
請
を
し
て
い

る
が
ま
だ
交
付
さ
れ
な
い
者
。

6
特
別
、
一
般
手
帳
所
持
者
の
な

か
で
指
定
医
療
機
関
が
遠
く
に

あ
る
た
め
、
不
便
を
感
じ
て
い

る
者
。

ま
た
、
そ
の
た
め
高
い
交
通
費

が
負
担
と
な
っ
て
い
る
者
。

7
手
帳
所
持
者
の
な
か
で
指
定
医

療
機
関
の
検
査
器
具
な
ど
に
つ

い
て
不
満
を
も
っ
て
い
る
者
。

8
手
帳
所
持
者
の
な
か
で
交
通
事

故
に
あ

っ
た
者
。

そ
の
場
合
の
救
済
方
法
が
納
得

い
か
な
い
者
。

9
そ
の
他
意
見
、
要
望
に
つ
い
て

金

の

を

父

付

保
険
年
金
課
及
び
各
出
張
所

(
た
だ
し
新
城
と
荒
瀬
の
か
た

は
保
険
年
金
課
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
)

会
持
参
す
る
も
の

保
管
証

・
印
か
ん



(4) 

き
な
か
っ
た
も
の。

接
種
要
領

①
第

一
期
の
も
の
、
三
週
間
お
き

に
三
回
接
種
。

②
第
二
期
の
も
の
、
い
ず
れ
か
の

日
に
一

回
接
種
。
料
金
は
無
料

禁
忌
者

か
っ
け
、
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
疾
患
、
胸
腺
リ
ン
パ

体
質
の
徴
候
の
あ
る
か
た
は
、
接

種
前
に
医
師
と
じ
甲
う
ぶ
ん
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

百日ぜき・ジフテリア・
破傷風 (混)予防接種
実施日程表

名 |接種目 |

市役所 |19月8日

萱瀬出張所 1 (金〉

諏訪公民館

三浦診療所 19月12日
1 (火)

鈴田出張所 !

竹松 | 
本町公民館 19月13日

福重出張所 1 (水)

中地区公民館l19月14日
松原出張所 1 (木〉

同4、..，..、戸、相個...-..角

時間はいずれも
午後2時--3時

簡

易

保

険

働

き

と

の

せ

お

し

り

写

真

)~ 

ン

コ

ク

り

注
射
と
検
診

場

簡
易
保
険
事
業
は
、
国
民
の
経

旭
町
、
池
田
団
地
ほ
か
公
営
住
宅
)

済
生
活
の
安
定
と
、
福
祉
の
増
進

二
、
児
童
公
園

(
駅
前
、
久
原
、

を
図
る
乙
と
を
目
的
と
し
て
創
設
桜
馬
場
等
各
児
童
公
園
〉
(

さ
れ
た
も
の
で
す
。

一二、

学
校
(
市
内
各
小
中
学
校
新

~

乙
の
簡
易
保
険
の
積
立
金
は、

増
改
築
工
事
等
)

~

大
村
市
に
も
融
資
さ
れ
て
お
り
、

四

、
港
湾

(新
城
松
山
郷
海
岸
防
V

小
中
学
校
の
増
改
築
、
公
営
住
宅

波
堤
、
大
村
港
泊
地
道
路
等
)

V

の
建
設
、
都
市
計
画
街
路
お
よ
び

作

品

規

格

カ

ラ

!
の
部

(
リ
パ

w

公
園
の
建
設
な
ど
に
使
わ
れ
、
み

l
サ
ル
三
十
五
ミ
リ
以
上
)
白
黒

叫

ん

な

の

暮

ら

し

を

よ

り

豊

か

に

す

の

部

(

四

つ

切

り

判

〉

司

る
た
め
に
役
だ
っ

て

い

ま

す

。

締

切

日

九
月
三
十
日

~

郵
政
省
で
は
第
四
回
簡
保
資
金

送
付
先

大
村
郵
便
局
保
険
課

日

融
資
施
設
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
次

く
わ
し
く
は
大
村
郵
便
局
保
険
課
叩

の
と
お
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い

。

ザ

題

材

写

真
の
一

部
に
簡
保
資
金

な
お
郵
政
省
で
は
現
在
、
高
い
戸

融
資
施
設
が
は
い

っ
て
い
る
こ
と

保

障
を
す
る

「
ニ
ュ
l
ク
ロ
1
パ
円

て

公

営
住
宅

(久
原
、
竹
松
、

l
保
険
」
を
募
集
中
で
す
。

おおむ

メL
A 

園
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風

(
混
合
〉

の

予

防

接

種

対
象
者

①
第
一
期
の
も
の

初

回

免
疫
者

生
後
三
カ
月
以
上
た
っ

た
も
の
で

ま
だ
初
回
免
疫
接
種
が
完
了
し
て

い
な
い
も
の
。

②
第
二
期
の
も
の

追
加
免
疫
者

初
回
免
疫
接
種
が
完
了
後
、
一
年

か
ら

一
年
半
た
っ

た
も
の
。

な
お
、
乙
の
期
間
に
接
種
が
で

受
験
資
格

①
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
学
校
教

育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
者

②
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
三
十
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

③
市
内
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
採

用
後
居
住
し
う
る
者

試
験
の
内
容

教
養
試
験
、
適
正

試
験
、
面
接
試
験
、
身
体
検
査

試
験
日

十
月
十
五
日

申
込
期
間

九
月

一
日
か
ら
九
月

二
十
五
日
ま
で

※
く
わ
し
く
は
市
人
事
課
へ

に
生
ま
れ
た
も
の。

@
水
道
の
配
管
、
ポ
ン
プ
操
作
お

よ
び
電
気
関
係
の
い
ず
れ
か
の

従
事
経
験
が
二
年
以
上
あ
る
も

の。

市政だより

@
市
内
に
居
住
す
る
も
の
ま
た
は

採
用
後
居
住
し
う
る
も
の
。

募

集

一
次
試
験
九
月
二
十
日

一
般
教
養
筆
記
試
験

二
次
試
験

面
接

・
身
体
検
査

受
付
期
間

九
月

一
日
J
十
六
日

提
出
書
類

履
歴
書
、
戸
籍
謄
本

写
真

一
枚
、
試
験
申
込
書

(水

道
部
所
定
の
用
紙
)

受
付
お
よ
び
試
験
場
所

市
水
道
部
管
理
係

※
く
わ
し
く
は
水
道
部
管
理
係

(
電
話

e
l一
一
一
一
)

へ

白
川

白
川
川

円

H
U
川
川

年
川
7
s川
46
川

和
川
昭
川

-
市
職
員
を
募
集

一
般
事
務

職
種

日|診療科 目|医院名 |所在地 |電 話 |

眼 科 岩 崎医 院 本町 2-3435
3 整 形外科松永整形松 並 2-4300
内 科野田医院 並 松 2-2339

整形 外 科 貞松医院 本町 2-2602 

10 
内科 岡 医院 東三城 2-3000 
内.産婦人科 朝長 医 院 辻田 2-3266 
産婦人科 桝 本医院 原口町 5-8355 

内 科 藤井医院 東本町 2-3878 

17 
内科.皮膚科 寺井医 院 玖島町 2-3574 
小児科 出口医院 諏 訪 2-2252 
外 科 渡 辺 医 院 一ノ郷 5-8517 

外 科 松尾外科 東本町 同-3331

24 
内 科 田 中 医 院 乾馬場 2-2724
内 科松 永 医 院乾馬場 2-2943
内 科毛利医院 ーノ郷15-25i7

曜当番 医

選
考
日
時
、
場
所

九
月
十
九
日

午
前
九
時
、
事
業
課

選
考
方
法

一

般
常
識
、
珠
算
、

面
接
、
身
体
検
査

提
出
書
類

自
筆
の
履
歴
書

(
写

真
添
付
)
住
民
票
抄
本

申
込
期
限

九
月
十
五
日

申
込
場
所
市
事
業
課

募
集
科
目
お
よ
び
定
員

溶
接
科

三
十
名

自
動
車
整
備
科

三

十

名

建
築
科

目

十

名

入

校

資

格

高

卒
で
心
身
と
も
に

健
全

(色
神
正
常
)
で
技
能
修

得
意
欲
の
あ
る
人

応
募
手
続

入

校
願
書
、
健
康
診

断
書
、
学
校
成
績
証
明
書
を
本

校
、
ま
た
は
も
よ
り
の
公
共
職

業
安
定
所
に
提
出
の
こ
と
。

-
水
道
部
職
員
を
募
集

水
道
部
技
術
員

一
名

職
種
募
集
人
員

受
験
資
格

-
開
催
臨
時
従
事
員

募

集

市
競
艇
場

日9月の

①
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
が
、
学
校

教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
も
の
。

②
昭
和
七
年
九
月

一
日
以
降
昭
和

二
十
二
年
八
月
三
十
一
日
以
前

募
集
人
員

若
干
名

資

格

市

内

居

住
者
で
満
四
十
歳

以
下
の
女
子

-
訓
練
生
募
集

長
崎
総
合
一
高
等
職
業
訓
練
校
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おおむられ

νよだ政
r

市

願
書
受
付
期
間

十
月
二
日

l
二
十
一
日

選
考
日
時
十
月
二
十
七
日

午
前
九
時
J
午
後
四
時

合
格
発
表
日
十
一
月
六
日

O
選
考
は
当
校
で
行
な
い
ま
す
。

O
選
考
方
法
は
職
業
適
性
検
査
と

面
接
で
す
。

O
入
校
は
四
月
の
上
旬
で
す
。

J・1ム3、|ーご寄付 | 
ありがとうございました_l

(5) 

売

-
市
の
不
用
建
物
を

公

売

付
公
売
物
件

所
在
地
玖
島
郷
六
一
番
地

建
物

旧
大
村
小
学
校
校
舎
お
よ

び
大
村
幼
稚
園
園
舎

構

造

木

造
瓦
葺
平
家
建

面
積
六
五
一
平
方
メ
ー
ト
ル

(
約
一
九
六
坪
)

同
公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

同
現
地
説
明
大
村
小
学
校

九
月
八
日
午
前
九
時

t
十
時

同
入
札
の
日
時
及
び
場
所

九
月

八
日
午
前
十
時
三
十
分

I
十
一

時

市

役
所
第
二
会
議
室

同
入
札
保
証
金
入
札
見
積
額
の

百
分
の
五
以
上
の
現
金

く
わ
し
く
は
財
政
課
管
財
係
へ

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
一
台

三
菱
ダ
ン
プ
積
載
量
三
五
0

0
キ
ロ
グ
ラ
ム

一
台

入
札
方
法
一

般
競
争
入
札

代
金
納
入
方
法

即
納
と
す
る

入
札
保
証
金
百
分
の
五
以
上

く
わ
し
く
は
会
計
課
用
度
係
へ

-
貨
物
自
動
車
の
公
売

日
時
・
場
所

九
月
十
一
日
午
後

一
時
i
午

後
二
時
市
役
所
裏
庭

公
売
物
件

日
産
ダ
ン
プ

講

習

会

積
載
量
一
七
五

-
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教

室

勤
労
青
少
年
ホ
l
A

ツ
さ
ん
の
忌
明
け
に
あ
た
り
金
母
チ
マ
さ
ん
の
忌
明
け
に
あ
た
十
一
本
ム
大
川
田
町
の
中
川
利

へ

一

封

を

り

金

一

封

を

則

さ

ん

、

な

す

苗
六
十
五
本
ピ

l

諏
訪
郷
の
長
与

O
玖
島
郷
の
山
内
フ
キ
さ
ん
は
亡

ム
古
町
の
今
回
勝

一
さ
ん
つ
え
九
マ
ン
苗
三
十
本

ム
諏
訪
町
の
竹

照
子
さ

ん

は

、

亡

夫

寅
男
さ
ん
の
忌
明
け
に
あ
た
本
ム
諏
訪
町
の
森
晃
さ
ん
ラ
ム
田
一

男
さ
ん
、
千
円

ム

大
村
農

夫
敏
郎
さ
ん
の
遺
り
金
一
封
を

、不六
十
二
本

ム
大
村
農
協
、

雑

協

青
壮
年
部
、
菓
子
三
十
一

袋

志
に
よ
り
、
テ
l

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

誌
六

冊

ム

小
路
口
郷
の
出
口
定

ム
皆
同
郷
の
寺
坂
喜
代
作
さ
ん
千

プ
レ
コ
ー
ダ
ー
一

O
大
村
民
踊
協
会
(
代
表
本
竹
良
さ
ん
甘
夏
み
か
ん
十
二
キ
ロ
ム
円
ム
竹
松
の
辻
鶴
吉
さ
ん
千
円

式
を
子
さ
ん
)
で
は
会
員
十
二
名
の
鈴
田
婦
人
会
、
二
千
円
、
石
け
ん
ム
本
町
の
田
中
豊
さ
ん
三
千
円

西

大

村

出

張

所

へ

か

た

が
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
四
十
三
個
、

タ
オ
ル
十
八
枚
、
生
ム
松
山
町
の
相
田
儀
作
さ
ん
千
円

大
同
時
計
庖
か
ら
さ
く
ら
荘
)
で
慰
安
演
芸
を
催
菓
子
五
個
、
え
び
せ
ん
三
袋
、
歯
ム
竹
松
小
学
校
児
童
十
六
名
、
歌

お
年
寄
り
の
た
め
さ
れ
た
際
に
受
け
ら
れ
た
お
礼
み
が
き
粉
四
袋
、
み
か
ん
五
キ
ロ
劇
そ
の
他
慰
問
ム
池
田
九
区
の

に
老
眼
鏡
三

個

を

金

を

正
宝
重
敏
さ
ん
雑
誌
四
十
五
冊

ム
港
町
の
永
田
チ
サ
さ
ん
、
一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

身

体

障

害

者

団

体

ベ

ム

松

並

町

の

松

崎
音
松
さ
ん
一
万

万
円
、
角
ず
し
三
十
七
人
分
ム

O
一
の
郷
の
渡
辺
研

O
ボ
l
ト

場

売

庖

組

合

(

代

表

者

円

ム

東

浦

の

森

士

さ

ん

雑

誌

五

諏
訪
町
の
岡
村
正
久
さ
ん
植
木
鉢

宣
さ
ん
は
亡
父
猛

中
村
輝
夫

さ

ん

)

で

は

組

合

員

十

冊

ム

下

波
止
の
紀
内
ト
ヨ
子

さ
ん
の
忌
明
け

に

の

慰
安
費
と
し
て
積
立
て
た
積

一
個
ム
四
浜
町
の
岩
永
満
子
さ
さ
ん
雑
誌
三
十
一
冊
ム
前
舟
津

あ

た

り

金

一

封

を

立

金

を

ん

、

カ

ー

ネ

ー

シ
ョ
ン
十
八
本
、
の
長
山
仁
さ
ん
衣
類
十
四
点

ム

O
三
城
町
の
戸
島
英
市
立
清
和
国
ヘ
ジ
ュ
ー
ス
三
十
五
本
、
菓
子
六
十
諏
訪
町
の
中
村
ス
ギ
子
ざ
ん
豆
乳

こ
さ
ん
は
亡
母
マ
ム
片
町
の
池
田
一
馬
さ
ん
は
亡
養
三
袋

ム

水

田
子
供
会
、
造
花
三
三
十
四
本

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
健
康
で

は
つ
ら
つ
と
し
た
心
身
を
つ
く
る

た
め
に
、
次
の
と
お
り
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

老
い
も
若
き
も
奮
っ
て
ど
参
加

く
だ
さ
い
。

特
に
初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す
。

場
所
大
村
市
民
体
育
館

期
間

九
月
中
旬
I
十
一
月
下
旬

日
時
毎
週
火
曜
日
、
午
前
十
時

J
正
午

募
集
人
員
三
十
名
(
申
込
唄
)

参
加
料
無
料

申
し
込
み
九
月
十
六
日
ま
で

市
教
育
委
員
会

体
育
課

-
運
転
者
講
習
会

地区別 |講習 会場 |開催月日(曜)1時 間
松原 松原小学校講堂 9月6日(水〉19:~00 2 1:00 
福 重 郡中学校体育館 1/ 7日(木〉 H 

萱瀬 萱 瀬 保 育 所 11 8日(金) 1/ 

竹 松 長天神社会館 11 9日(土〉 λY 

三浦 三浦幼稚園 11 11日(月〉 H 

鈴田 鈴田小学校体育館 11 12日(火) H 

西大村 大村市民会館 '1 13日(水)| H 

中央 同 上 が 14日(木) H 

国

版

画

教

室

楽
し
い
年
賀
は
が
き
づ
く
り
に

版
画
教
室
を
聞
き
ま
す

日
時
九
月
二
十
八
日

1
十
一
月

一
一
日
毎
週
木
曜
日

午
後
七
時
J
九
時

場
所
中
地
区
公
民
館

募
集
人
員
三
十
名

講
師
美
術
協
会
員

岩
永
憲
治
先
生

申
し
込
み
九
月
二
十
日
ま
で
、

住
所
氏
名
を
は
が
き
か
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
大
村
市
中
地
区
公
民
館

乾
馬
場
郷
二
四
六
ノ
五

電
話

e
l
一
三
七
六

-
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

日
時

九
月
二
十
日

t
十
一
月
二

十
二
日
毎
週
水
曜
日

午
後
七
時
J
九
時

場

所

市

民
体
育
館
、
中
央
公
民

館
対
象
市
内
在
住
の
三
十
歳
未
満

の
男
女

人
員
八
十
名

講

師

長

崎
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
協

会
指
導
委
員
山
口
高
則
氏

受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、
教
材

費
は
実
費
)

申
し
込
み
九
月
十
三
日
ま
で

(
先
着
順
で
締
め
切
り
ま
す
)

希
望
者
は
、
氏
名
、
生
年
月
日
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住
所
、
勤
務
先
(
電
話
)
を
記

入
し
て
、
必
ず
往
復
は
が
き
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先

久
原
郷
一
の
一

大
村
市
中
央
公
民
館

(
電
話
。
l
四
一
二
一
一
一
)

(6) 

そ

市政だより

訂

の

他
正

お
わ
び

先
に
全
世
帯
に
配
付
い
た
し
ま

し
た
「
大
村
都
市
計
画
用
途
地
域

の
公
聴
会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
」

版
の
地
域
原
案
の
な
か
に
、

県
立
盲
学
校
と
あ
る
の
は

県
立
ろ
う
学
校

の
誤
り
で
し
た
の
で
、
お
わ
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

-
看
護
婦
等
未
就
業
者

の

再

調

査

〔水道の時間タト1
サービス J

水
道
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
料
金

の
納
入
、
故
障

の
修
理
な
ど
は

こ
の
時
間
内
に

で
き
る
よ
う
、

早
め
に
手
続
き

未
就
業
看
護
婦
の
再
就
職
を
容

易
に
す
る
た
め
、
調
査
を
行
な
い

ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
か
た
は

市
衛
生
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ

、。
対
象
者

市
内
に
居
住
し
て
い
る
未
就
業
の

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
(
士
)

準
看
護
婦
の
有
資
格
者
で
、
今
ま

で
の
調
査
で
一
度
も
届
け
出
を
し

な
か
っ
た
人

九調
月査
一期
日間

九
月

十
日

圃
婦
人
や
年
少
労
働

問
題
は
婦
人
少
年

室
協
助
員
ヘ

労
働
省
で
は
昭
和
二
十
八
年
以

来
、
市
町
村
の
一
般
住
民
に
お
願

い
し
て
婦
人
少
年
室
業
務
に
協
力

援
助
し
て
い
た
だ
く
制
度
を
設
け

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
(
平
常
日
)

午
後
七
時
ま
で

土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祭
日

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

注
1
、
上
記
時
間
以
外
は
職
員

が
不
在
と
な
り
サ
ー
ビ
ス
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

2
、
給
水
は
も
ち
ろ
ん
二
十
四

時
間
給
水
で
す
。

て
お
り
ま
す
。

協
助
員
の
役
割
は
地
域
に
お
け

る
婦
人
や
年
少
労
働
者
の
問
題
の

は
握
や
婦
人
少
年
室
が
行
な
っ
て

お
り
ま
す
保
護
、
福
祉
に

つ
い
て

広
報
啓
発
お
ま
び
個
々
の
婦
人
年

少
労
働
問
題
の
相
談
に
応
じ
た
り

関
係
機
関
へ

の
連
絡
な
ど
の
活
動

に
た
ず
さ
わ
っ
て
お
り
、

、任
期
は

二
年
で
す
。

婦
人
や
年
少
労
働
問
題
で
お
困

り
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
ど
遠

慮
な
く
左
記
の
か
た

へ
ご
相
談
く

だ
さ
い。

松
並
町
四
の
二
一
二

中
村
キ
ク
エ

富
ノ
原
郷
字
福
里
一
三
七
五
の
一

脇
本
礼
二

中
諏
訪

一
三
八

溝
上
太
久
馬

-
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
に
加
入
し
ま

し
ょ
う

中
小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ん
、

毎
月
わ
ず
か
の
掛
金
で
将
来
多
額

の
退
職
金
が
支
給
で
き
る
国
の
共

済
制
度
に
す
べ
て
の
従
業
員
を
加

入
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
十
月
は
こ
の

共
済
制
度
の
加
入
促
進
月
間
で
す

乙
の
制
度
は、

国
の
援
助
と
共

済
方
式
の
採
用
に
よ
っ
て
有
利
で

確
実
な
退
職
金
が
受
給
で
き
ま
す

申
込
み
お
よ
び
毎
月
掛
金
な
ど

は
各
金
融
機
関
で
取
り
扱
っ

て
お

り
ま
す
。

掛
金
は
月
一
人
当
た
り

四
百
円
か
ら
四
千
円
ま
で
で
す
。

く
わ
し
く
は
市
商
工
観
光
課
、

ま
た
は
商
工
会
議
所
へ

-
複
十
字
シ

l
ル
募
金

運
動
に
ご
協
力
を

結
核
予
防
会
で
は
、
毎
年
複
十

P

字
シ

l
ル
募
金
運
動
を
推
進
し
て

結
核
予
防
対
策
事
業
資
金
の
造
成

及
び
結
核
予
防
思
想
の
普
及
向
上

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

シ
ー
ル
募
金
運
動
は
全
国
の
多

く
の
か
た
が
た
の
ど
協
力
に
よ
っ

て
、
募
金
額
も
年
ご
と
に
増
加
し

結
核
を
な
く
す
た
め
の
い
ろ
い
ろ

な
事
業
に
使
わ
れ
、
成
果
を
あ
げ

て
き
ま
し
た
。

今
年
も
皆
様
の
心
か
ら
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
の
運
動
期
間
は

八
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日

ま
で
で
す

-
図
書
館
だ
よ
り

新
し
い
本
が
は
い
り
ま
し
た
。

長
崎
県
の
歴
史

(
山
川
出
版
社
)
‘

方
丈
記
全
注
釈
公
梁
瀬

一
雄
)
、

グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク

・
デ
ザ
イ
ン
(
講

談
社
)
、
演
習
古
文
書
選

(
日
本

歴
史
学
会
)
、
時
代
考
証
事
典
(

稲
垣
史
生)、

城
塞
(
司
馬
遼
太

郎
)
、
日
本
史
探
訪
(
角
川
書
庖

)
、
世
界
史
の
中
の
長
崎
(
中
西

啓
)
、
生
涯
教
育
論
(
波
多
野
完

治
)
、
ら
ん
ぷ
の
絵
(
藤
浦
洗
)、

落
下
抄
(
花
谷
楓
)
、
常
識
の
ウ

ソ

(石
垣
純
二)、

続
美
し
い
老

年

期

(
婦
人
之
友
社
)
、
旧
約
聖

書
物
語
(
犬
養
道
子
)、

善
人
は

若
死
に
す
る
(
大
西
赤
人
)
、
八

甲
田
山
死
の
初
僅
F

新
田
次
郎
)
、

女
の
頭
と
心
(
源
氏
鶏
太
)
、

街

道
(
人
物
往
来
社
)

圃
九
月
の
実
弾
射
撃

池
田
射
撃
場

O
四
日
か
ら
八
日
ま
で

O
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

O
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で
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